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表紙写真説明は18ページに

■ 下水道受益者負担金条例を改正！！…… １
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■ 中学校大規模改修に１億2710万円 ……………  4
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■ 下水道問題の理解を深める：議員研修会２回 …… 18
■ 夢・私たちに
                 わたしのひとこと …………………… 19

■ 村政を問う　一般質問 ………… 7 
・規制緩和は村民憲章、理念に近づくか
・スキー観光の暖冬対策は
・村営バス事業を実施しない理由は
・子育て世代包括支援センターの予定は
・寮の来年度新入生の受け入れは
・公共施設の運営と維持管理の計画は
・地域農業の将来的方向性は
・大雪渓の新ルートについては
・設計変更における留意事項の定めは

119

「まさか！」の２年続きの雪不足で
観光事業者等で現状報告、必要な支援等を検討
「雪不足にともなう意見交換会」（雪不足関連記事は7ページ）



定例会で審議された件数

12月定例会のポイント

第4回
定例会
　第4回定例会では、土地の取得、
工事変更請負契約、工事委託変更
協定、条例の改正、補正予算等を
審議致しました。条例改正では、
下水道受益者負担金に関する条例
改正がありました。補正予算では、
一般会計で2億6000万円あまり
の追加、下水道事業特別会計で
11,070万円あまりの追加、水道
事業会計で255万円あまりの追加
でありました。一般会計は学校環
境整備事業関係予算を1億2700
万円あまりと、ふるさと納税基金
事業5000万円と村道改良国庫補
助事業4400万円、9月の豪雨災
害に580万円等を追加するもので
す。今回の補正予算のうち、一部
事業は繰り越して行います。
　また、今回の一般質問について
は、９名の議員から質問が行われ
ました。一般質問については、７
ページ以降に議員ごとにまとめて
あります。
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12月9日～20日

本
会
議
で
３
名
が
質
疑

問

問問

問

問

問問

問答

答

答

答

答

答

答答

①
６
条
該
当
地
は
排
水
区
域
か
ら

除
外
。
な
お
、
６
条
た
だ
し
書
を

下
水
道
加
入
分
担
金
徴
収
規

則
、
公
共
下
水
道
排
水
区
域

基
本
的
に
は
裁
判
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
条
例
改
正
を
し

日
本
下
水
道
事
業
団
の
個
別

指
導
に
よ
る
指
摘
と
、
村
民

加
入
分
担
金
６
条
賦
課
替
地

は
１
８
２
人
、
２
８
４
筆
、

賦
替
え
さ
れ
た
山
林
原
野
に

つ
い
て
は
還
付
を
し
て
い

二
重
賦
課
に
は
な
ら
な
い
と

判
断
。

村
民
説
明
会
を
開
催
し
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

今
回
の
条
例
改
正
で
、６
条
、

11
条
、
そ
れ
ぞ
れ
の
改
正
の

こ
の
条
例
改
正
に
よ
り
、
現

在
の
加
入
分
担
金
に
つ
い

現
在
、
行
わ
れ
て
い
る
裁
判

の
判
決
結
果
に
よ
り
、
条
例

廃
止
理
由
は
、
村
が
下
水
道

関
連
に
つ
い
て
指
導
を
受
け

下
水
道
受
益
者
負
担
金
関
連

の
条
例
等
の
改
正
に
つ
い
て

二
重
賦
課
へ
の
疑
い
は
。

村
民
及
び
対
象
者
へ
の
周
知

と
説
明
は
。

下
水
道
受
益
者
負
担
に
関
す
る
条

例
の
「
６
条
た
だ
し
書
」
以
降

制
定
し
た
当
時
、
受
益
者
負
担
金
を
賦
課

し
た
土
地
の
う
ち
「
６
条
た
だ
し
書
」
に

該
当
す
る
土
地
で
加
入
分
担
金
を
選
択
し

た
土
地
は
、
受
益
者
負
担
金
を
賦
課
し
て

あ
る
の
で
排
水
区
域
内
の
ま
ま
と
す
る
。

11
条
該
当
地
は
排
水
区
域
内　

②
６
条
該

当
地
で
加
入
分
担
金
を
選
択
し
た
土
地
は
、

受
益
者
負
担
金
を
一
度
賦
課
し
て
い
る
た

め
賦
課
で
き
な
い
。
11
条
該
当
地
は
受
益

者
負
担
金
を
賦
課
し
て
い
る
が
、
時
効
と

な
っ
た
土
地
以
外
は
徴
収
対
象　

③
現
段

に
統
合
す
る
他
事
業
で
整
備
さ
れ
た

排
水
区
域
に
関
す
る
規
則
は
廃
止
す

る
。
公
共
下
水
道
区
域
外
排
除
に
関

わ
る
「
排
水
設
備
設
置
等
補
助
金
交

付
要
綱
」
も
廃
止
す
る
考
え
で
、「
私

道
（
共
同
）
排
水
設
備
設
置
等
補
助

金
交
付
要
綱
」
は
一
部
改
正
す
る
考

え
で
い
る
。

て
ゆ
く
。

及
び
事
務
職
員
に
誤
り
が
な
い
よ
う

に
、
排
水
区
域
内
は
受
益
者
負
担
金

の
み
と
し
た
。

１
９
７
５
１
９
㎡
、
１
億
７
７
３
０

万
２
１
０
０
円
。
11
条
賦
課
替
地
は

１
３
０
人
、
３
１
８
筆
、
１
２
２
２

７
６
㎡
、
７
８
０
２
万
８
０
５
０
円
。

る
。
す
で
に
徴
収
さ
れ
た
加
入
分
担

金
の
返
金
に
つ
い
て
は
協
議
し
方
針

を
決
定
す
る
。

対
象
と
な
っ
て
い
る
加
入
分
担
金
の

件
数
並
び
に
金
額
は
。
11
条
に
つ
い

て
は
、
過
去
に
徴
収
し
た
件
数
及
び

金
額
は
。

て
、
ど
の
よ
う
な
処
分
と
な
る
か
。

ま
た
、
山
林
原
野
に
つ
い
て
は
徴
収

さ
れ
た
も
の
の
返
金
は
あ
る
か
。
あ

れ
ば
金
額
と
件
数
は
。

改
正
の
方
向
性
に
変
更
は
あ
る
か
。

て
い
る
日
本
下
水
道
事
業
団
の
加
藤

教
授
が
指
摘
し
た
、
地
方
自
治
法
に

抵
触
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
考
え

か
ら
か
。

は
、
３
月
議
会
で
は
９
つ
の
条
例
等

を
廃
止
、
一
部
改
正
、
９
月
議
会
で

（
詳
細
は
３
ペ
ー
ジ
条
例
の
改
正
部
分
傍

線
部
分
を
参
照
）
に
つ
い
て
、
①
６
条
及

び
11
条
該
当
地
の
下
水
道
対
象
区
域
の
扱

い　
②
将
来
的
な
受
益
者
負
担
金
賦
課
の

扱
い
。
ま
た
、
11
条
の
削
除
に
よ
る
、
③

賦
課
さ
れ
て
い
る
加
入
分
担
金
と
い
う
債

権
の
扱
い
④
賦
課
替
え
に
よ
る
分
担
金
納

入
者
へ
の
返
金
は
。

階
で
、
分
納
が
１
件
あ
り
施
行
日
以

降
の
納
入
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
附

則
に
経
過
措
置
を
規
定　

④
理
事
者

と
協
議
し
方
針
を
決
定
す
る
。

６
条
納
入
者
は
１
名
で
18
万
５
８
０

０
円
、
11
条
納
入
者
は
６
名
、
６
７

０
万
６
８
０
０
円
。

は
３
つ
の
条
例
の
廃
止
、
一
部
改
正

と
の
打
診
で
あ
っ
た
が
、今
回
は「
受

益
者
負
担
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部

改
正
１
本
の
み
だ
が
、
ほ
か
の
条
例

等
の
改
正
は
し
な
い
の
か
。

太
田
修
議
員

津
滝
俊
幸
議
員

加
藤
亮
輔
議
員

1白馬議会だより　119号　平成29年 1月31日

加入分担金に関する条項を削除

受益者負担金条例を改正!!



【横田孝穂議員】
　いずれ条例改正は 当然必要だが、高等裁判所において係
争中でもあり、今なぜ改正かが疑問である。また、条例改正
による 新たな自然時効も発生され、今までの時効額 1 億円
程を合わせれば、総額5億1千万円を上回る時効ではないか
と危惧される。多額な時効と、住民との 不公平を招いた事
件に対し、行政は住民の理解が得られる様な、住民に対して
寄り添った説明責任と、方向性を見出しての条例改正である
べき。議員の 認識度が問われる大きな問題であり慎重なる 
判断を 要請し、条例改正は 時期尚早でもあり強く反対。

【太田伸子議員】
　条例の改正は、いずれ必要と考えている。
　しかし、改正するにあたり、不納欠損・時効額、見直す区
域、納入された分担金の処置などについて、今後の見直しな
どが明らかになっていない。一番の問題である負担金をおさ
めた住民の不公平感に対する説得や、改正について、住民に
理解を求める説明会もなく、行政と議会だけで改正すること
には賛成できない。
　「条例を平成 29 年４月１日から施行する」とするならば、
裁判とは関係ないとの説明だが、係争中でもあり、次の３月
定例会までに、下水道事業に関わる条例、規則もしっかりと
見直し、住民の意見も聞き、理解を深めたうえで改正すべき。

【加藤亮輔議員】
　村は、６条の今後の運用について、排水区域外と処理し、
区域外流入負担金を賦課徴収できると判断しているが、賦課
対象区域内の土地ならば、事業終了から 10 年以上経過し、
すでに時効になっていると考える。
　また、加入分担金の今後の処理の仕方が、一切、条文化さ
れていないため、村民は処理方法が理解できない不備な条文
になっているから反対。

【松本喜美人議員】
　受益者負担金の未収金は、都市計画法第 75 条５項で「国税徴収
法」に基づく滞納処分が認められており、時効中断は①告知②督促
③交付要求のみ。加入分担金への賦課替えは時効中断に該当せず、
すでに時効消滅と解するべき。
　受益者負担金は、財産調査権及び滞納処分ができる自力執行権
を有する公課で、下水道加入分担金は、法令順守の観点では法令
上逸脱した制度と言わざるを得ない。
　長年の行政課題の下水道問題は、「白馬村公共下水道事業受益者
負担に関する条例」及び「白馬村下水道加入分担金徴収規則」を改廃
して終止符を打つのではなく、下水道加入分担金制度の違法性を
認めることが、問題の解決に向けての第一歩である。

【篠﨑久美子議員】
　公共下水道事業には都市計画法を根拠とする負担金と、地方自
治法を根拠とする分担金が同時に混在し、大いに疑義がある。第
11条の加入分担金への賦課替えは、住民の時効の権利を奪うとも
解釈される。
　改正を先送りしても、平成 17 年度に事業が終了、加入分担金
への賦課替えは時効の中断にあたらないことから、時効となる可
能性は解消されない。
　「事務改善報告書」では、加入分担金制度は「多くの問題点をはら
んでいることから制度見直しを検討」とあり、「報告書」の外部監査
では「法の趣旨に抵触する虞

おそれ

がある」、「条例については根本的な見
直しが必要」とある。改正は、これらを一様に包含して一貫性ある
ものにし、制度のゆがみを直すもの。

【太田修議員】
　現在の白馬村公共下水道に関する条例及び規則は、都市計画法
第 75 条による受益者負担金制度と、地方自治法第 224 条の加入
分担金制度が混在している。
　今回の改正は、法令上一貫性のある分かりやすいものにするた
めの条例改正である。平成29年４月１日の施行期日に向け管理や
運用など、担当職員のみならず、村民の混乱を招くことのないよ
う、十分な事務処理並びに村民説明会の開催についての答弁があり、
賛成する。

問問 答答
こ
の
条
例
は
、
わ
か
り
に
く

い
こ
と
や
、
不
明
な
点
が
あ

排
水
区
域
内
に
２
つ
の
債
権

が
存
在
し
て
い
た
。
加
入
分

条
例
改
正
の
目
的
は
。

改
正
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民

に
対
し
て
の
効
果
は
。

下
水
道
受
益
者
負
担
金

条
例
改
正

り
、
平
成
13
年
に
急
い
で
条
例
改
正

し
、
住
民
に
心
配
を
か
け
、
い
ろ
い

ろ
な
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。
今
後
下

水
道
事
業
、
特
に
徴
収
業
務
に
つ
い

て
は
、
効
率
化
・
簡
素
化
し
て
、
し
っ

か
り
し
た
も
の
に
し
た
い
。
ま
た
、

法
律
に
基
づ
い
た
一
貫
性
の
あ
る
行

政
を
確
立
し
、
進
め
て
い
き
た
い
と

の
思
い
が
改
正
目
的
で
あ
る

産
業
経
済
委
員
会

で
の
審
議

●�

白
馬
村
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

【
加
入
分
担
金
制
度
の
廃
止
】

　

６
条
た
だ
し
書
き
以
降
の
１
千
㎡

以
上
の
社
会
体
育
施
設
用
地
及
び
山

林
・
原
野
の
加
入
分
担
金
徴
収
規
則

へ
の
委
任
の
削
除
、
11
条
の
受
益
者

負
担
金
が
未
納
の
場
合
の
同
規
則
へ

の
委
任
に
関
す
る
規
定
を
削
除
す
る

も
の
。

本会議での討論
反対討論 賛成討論

2 白馬議会だより　119号　平成29年 1月31日

加入分担金に関する条項を削除下水道 受益者負担金条例を改正!!



問

問

今
回
５
７
６
４
・
９
８
㎡
を

２
９
６
０
万
円
で
取
得
す
る

今
後
の
共
同
調
理
場
建
設
に
つ
い

て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答答
不
動
産
鑑
定
評
価
を
し
、
売
買
価

格
を
す
る
に
あ
た
っ
て
の
基
本
額

本
年
度
末
ま
で
に
実
施
設
計
を
完

成
さ
せ
、29
年
度
、30
年
に
わ
た
っ

を
算
定
す
る
。
そ
の
後
地
権
者
と
の
交
渉

に
な
り
、
翌
年
度
の
課
税
負
担
な
ど
も
含

め
話
し
合
い
合
意
し
た
。

て
建
設
事
業
に
な
る
。
30
年
度
後
半
に
は

試
運
転
を
行
い
、
31
年
度
か
ら
の
使
用
開

始
を
め
ざ
し
て
い
る
。

下
水
道
関
連

質
疑
・
討
論（
本
会
議
）

●�

議
案
72
号　
土
地
取
得
に
つ
い
て

【伊藤まゆみ議員】
　人事院勧告による報酬等の増額は、平成26年末から
今回で３回目。増額は自治体の財政状況等に応じてすべ
き任意のもの。今３月からの累積だけでも約1200万円。
人口減による税収減や今冬期の悪い予約状況を考えれば、

増額を正当化する理由は見当たらない。「行政だけがぬく
ぬくと」といった印象を与えることは控えるべき。村長挨
拶にあった「住民サービス」を務めるために、言葉でなく
態度で「住民ファースト」を示すべき。

議員報酬及び費用弁償等に関する条例の改正
反対討論

担
金
を
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
複

雑
な
債
権
を
一
本
化
し
て
、
誰
が
見

て
も
、
受
益
者
負
担
金
の
み
と
し
て

わ
か
り
や
す
く
な
る
。

答
行
政
法
的
に
違
法
性
の
恐
れ

が
あ
る
と
考
え
る
。
都
市
計

画
法
と
地
方
自
治
法
が
混
在
し
て
い

る
も
の
で
、
別
建
て
で
制
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
と
考
え

る
。 問

加
入
分
担
金
制
度
導
入
は
違

法
性
が
あ
っ
た
と
捉
え
て
い

る
の
か
。

受
益
者
負
担
金
は
、
財
産
調
査
権
及

び
滞
納
処
分
が
で
き
る
自
力
執
行
権

を
有
す
る
公
課
で
あ
り
、
下
水
道
加

入
分
担
金
は
、
法
令
順
守
の
観
点
で

は
、
法
令
上
逸
脱
し
た
制
度
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

▽�

委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定　

１
つ
の
事
業
に
対
し
て
２
つ
の
債
権

が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
、
条
例
と

　
　
　
　
　
　

下
線
部
を
削
除

（
負
担
金
の
賦
課
及
び
徴
収
）

第
６
条　

村
長
は
、
前
条
の
公
告
の
日

現
在
に
お
け
る
当
該
公
告
の
あ
っ
た
賦

課
対
象
区
域
内
の
土
地
に
係
る
受
益
者

ご
と
に
、
第
４
条
の
規
定
に
よ
り
算

出
し
た
負
担
金
の
額
を
定
め
、
こ
れ
を

賦
課
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
平

成
13
年
４
月
１
日
以
降
新
た
に
賦
課
対

象
区
域
と
な
っ
た
区
域
内
に
お
け
る

１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
社
会

体
育
施
設
用
地
（
建
築
物
を
有
す
る
も

の
を
除
く
。）
及
び
賦
課
対
象
区
域
内

の
地
目
が
山
林
、
原
野
（
山
林
と
し
て

の
形
状
を
有
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。）

で
あ
る
土
地
に
つ
い
て
は
負
担
金
の
賦

課
に
替
え
、
村
長
が
別
に
定
め
る
白
馬

村
下
水
道
加
入
分
担
金
徴
収
規
則
（
平

成
13
年
規
則
第
６
号
。
以
下
「
加
入
金

規
則
」
と
い
う
。）
に
よ
り
賦
課
を
す

る
も
の
と
す
る
。

　

改
正

　

下
線
部
を
削
除

（
未
納
金
等
の
取
扱
い
）

第
11
条　

排
水
設
備
を
下
水
道
に
接
続

し
な
い
土
地
で
負
担
金
の
一
部
又
は
全

部
を
３
年
経
過
し
て
も
支
払
わ
な
い
と

き
は
、
加
入
金
規
則
に
賦
課
替
え
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

　

改
正

　

全
文
削
除

　

附
則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
平
成
29
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
す
る
。

（
白
馬
村
公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金

賠
償
判
定
審
査
会
条
例
の
廃
止
）

２　

白
馬
村
公
共
下
水
道
受
益
者
負
担

金
賠
償
判
定
審
査
会
条
例
（
平
成
25
年

白
馬
村
条
例
12
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

（
賦
課
徴
収
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３　

条
例
第
５
条
に
規
定
す
る
賦
課
対

象
区
域
を
定
め
た
場
合
の
負
担
金
の
賦

課
及
び
徴
収
に
つ
い
て
、
農
業
集
落
排

水
事
業
で
整
備
し
た
東
部
地
区
を
平

成
26
年
４
月
１
日
付
で
公
共
下
水
道
に

統
合
し
た
際
に
排
水
区
域
と
し
た
土
地

は
、
新
た
な
負
担
金
の
徴
収
を
免
除
す

る
。

（
白
馬
村
下
水
道
加
入
分
担
金
徴
収
規

則
の
経
過
措
置
）

４　

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
廃
止

前
の
白
馬
村
下
水
道
加
入
分
担
金
徴
収

規
則
（
平
成
13
年
白
馬
村
規
則
第
６
号
）

第
２
条
の
規
程
に
よ
り
賦
課
決
定
し
た

加
入
分
担
金
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
な

お
廃
止
前
の
白
馬
村
下
水
道
加
入
分
担

金
徴
収
規
則
の
例
に
よ
る
。

条
例
の

改
正
部
分

６
条
た
だ
し
書
き
で
除
外
し
た
区
域

は
、
今
後
は
区
域
外
流
入
分
担
金
と

し
て
、
接
続
時
に
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
後
々
か
な
り
問
題
が
起
こ
る
気

が
す
る
。

し
て
、
事
業
と
し
て
あ
り
得
な
い
。

11
条
は
、
当
時
、
時
効
を
回
避
す
る

た
め
と
は
い
え
、
本
来
や
っ
て
は
い

け
な
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
と
思

う
。
条
例
を
も
っ
て
住
民
の
時
効
の

権
利
も
奪
う
形
に
も
な
っ
て
い
る
。

事
務
改
善
報
告
書
に
も
厳
格
に
書
か

れ
て
い
る
。

が
、取
得
額
が
決
定
す
る
ま
で
の
説
明
を
。

議会では下水道問題の理解を深め

るために、弁護士、教授をお招き

して研修会を２回行いました。そ

の内容を18ページに掲載してあ

りますので併せてご覧ください。
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問

問 問答

答

４
件
。

ほ
と
ん
ど
の
町
村
は
人
事
院
勧

告
に
従
っ
て
い
る
。

昨
年
も
人
事
院
勧
告
に
従
い
引

き
上
げ
て
い
る
。
他
の
町
村
の

家
屋
課
税
誤
り
の
件
数
は
。

建
設
地
の
選
定
委
託
業
者
は
。

状
況
は
。

答
国
へ
提
案
す
る
た
め
に
候
補
地

を
選
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
ヤ

フ
ー
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
お
願
い
し
、

調
査
選
定
を
委
託
す
る
。

総
務
社
会

討
論（
本
議
会
）

白
馬
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
ノ
ー
マ
ル
ヒ

ル
改
修
工
事
で
、
飛
距
離
判
定
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
、
風
向
風
速
計
の
取
付
け
な
ど

が
不
要
に
な
り
、
７
０
２
万
円
の
減
額
。

平
成
28
年
人
事
院
勧
告
に
伴
う
改
正
。

期
末
手
当
の
支
給
率
を
０
・
１
０
月
分
引

き
上
げ
る
も
の
。

所
得
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の
。

平
成
28
年
人
事
院
勧
告
に
伴
う
改
正
。

月
例
給
、
勤
勉
手
当
の
支
給
率
の
引
き
上

げ
、
扶
養
手
当
の
見
直
し
。

白
馬
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル

電
気
設
備
改
修
工
事
で
場
内
配
管
配
線
設

備
、
各
種
情
報
処
理
設
備
、
場
内
通
信
設

備
工
事
の
増
工
に
よ
り
、
７
６
６
万
８
千

円
の
増
額
。

平
成
28
年
人
事
院
勧
告
に
伴
う
改
正
。

期
末
手
当
の
支
給
率
を
０
・
１
０
月
分
引

き
上
げ
る
も
の
。

●�

工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結

●�

工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結

●�
白
馬
村
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

●�

白
馬
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
等

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

●�

平
成
28
年
度
白
馬
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）
所
管
事
項

●�

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●�

白
馬
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

●�

白
馬
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

▽�
委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

白
馬
中
学
校
大
規
模
改
修

１
億
２
７
１
０
万
５
千
円
の
増
額

台
湾
の
金
融
機
関
等
を
通
じ
て
、
日
本

国
居
住
者
が
国
内
に
お
い
て
支
払
い
を
受

け
る
一
定
の
利
子
所
得
及
び
配
当
所
得
に

対
し
、
住
民
税
の
所
得
割
を
分
離
課
税
す

る
規
定
を
定
め
る
。

◎
総
務
課
関
係

　

道
の
駅
建
設
地
の
選
定
委
託
料
に

２
１
６
万
円
、
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に

１
９
９
８
万
円
の
増
額
な
ど
。

◎
健
康
福
祉
課
関
係

　

老
人
福
祉
施
設
措
置
費
に
85
万
７
千

円
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
委
託
料
に
46
万

４
千
円
。

　

自
立
支
援
給
付
費
に
７
５
０
万
円
、
児

童
福
祉
給
付
費
に
３
４
２
万
円
。
い
ず
れ

も
利
用
者
増
加
に
よ
る
も
の
。
保
育
士
１

名
の
退
職
に
よ
る
２
５
７
万
６
千
円
の
減

◎
税
務
課
関
係

　

固
定
資
産
税
家
屋
課
税
誤
り
が
あ
り
、

補
償
補
填
及
び
賠
償
金
と
村
税
還
付
金
及

び
還
付
加
算
金
に
４
７
１
万
９
千
円
の
増

額
な
ど
。

◎
住
民
課
関
係

　

ご
み
分
別
英
語
版
早
見
表
の
作
成
費
に

８
万
３
千
円
。
八
方
新
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
測
量
委
託
料
に
75
万
６
千
円
の
増

額
。

【加藤亮輔議員】
　平成28年度の予算編成の基本方針は、災害復旧・復興、冬
季国体の成功、今後の人口減少を防ぎ、持続可能なまちづく
りに取り組むものである。また、昨年、人口減少を防ぐため
の「白馬村総合戦略」も策定した。

　来年度のしろうま保育園の未満児入園希望者が、定員34名
のところ65名の応募があるにもかかわらず、施設及び保育士
の補正予算を計上せず、また、若者の定住対策を重視しない
補正予算のため反対。

【田中榮一議員】
　今回の補正予算の内、人事委員勧告に従っての人件費の増
額分は、都道府県や市と違い、人事委員会がない村職員にとっ
て重要な改定であり、以前減額改定された時は、人事院勧告
に従って準拠してきている。

　また、各課から上程された補正予算は、細部にわたり説明
を受け、各委員会において、充分な審査を重ねてきたもので
ある。住民のために速やかな事業の執行を目的とした、真に
必要な補正予算であることを認めたものである。

【伊藤まゆみ議員】
　人事院勧告による議員、常勤の特別職の報酬、また職員の
給与の増額に対して反対の立場である。この一般会計補正予
算（第４号）には、今回の改定による増額分が計上されている。

「住民あっての行政」という立場であるなら、予算がない、財
源がないとの言いわけで棚上げされてきている地区要望を1
つでも、2つでも実現する方向で予算執行すべき。

一般会計補正予算（第４号）
反対討論

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
６
０
０
０
万

８
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
69
億

１
５
０
８
万
８
千
円
と
す
る
も
の
。

賛成討論
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産
業
経
済

白
馬
村
と
し
て
廃
止
に
な
れ
ば
農
業

や
特
に
観
光
産
業
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
の
で
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見

●�

免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を
求
め
る

請
願

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

議
員
年
金
も
廃
止
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
若
い
議
員
の
た
め
に
も
必
要

で
あ
る
。

意
見

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

問

問

答

答

雨
ど
い
、
雪
囲
い
、
ユ
ー
テ

レ
な
ど
の
追
加
工
事
を
し
て

穴
埋
め
な
ど
、
そ
の
都
度
対

応
し
て
き
た
。
農
道
の
舗
装

村
営
住
宅
精
算
は
最
終
か
。

飯
森
地
区
懇
談
会
に
お
い
て

か
ね
て
か
ら
の
要
望
が
あ
っ

最
終
精
算
に
な
り
、
全
体
で
４
億
９

０
０
０
万
円
程
度
。

基
準
は
薄
い
の
で
壊
れ
や
す
い
、
農

政
課
と
す
れ
ば
村
道
に
移
管
し
、
村

道
の
改
良
リ
ス
ト
に
入
れ
る
対
応
を

希
望
す
る
。

た
と
思
う
が
、
行
政
の
対
応
は
。

人
事
院
勧
告
は
正
規
職
員
と
の
格
差

が
広
が
る
こ
と
に
な
る
。

反
対
討
論

農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
農
業
委
員
の
選
出

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１
７
０
万

４
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を

７
億
７
１
５
８
万
１
円
と
す
る
も

の
。
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
７
１

１
万
円
は
、
当
初
予
算
よ
り
増
額
に

な
っ
た
も
の
。
管
渠
維
持
管
理
事
業

営
業
収
益
１
７
０
万
円
の
増
額

は
、
新
規
加
入
金
の
追
加
。
排
水

及
び
給
水
費
１
７
０
万
円
の
増
額

は
、
冬
季
工
事
見
込
む
も
の
。

●�

白
馬
村
農
業
委
員
会
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●�

平
成
28
年
度
白
馬
村
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

●�

飯
森
圃
場
内
の
農
道
整
備
に
関

す
る
請
願

●�

平
成
28
年
度
白
馬
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

●�

平
成
28
年
度
白
馬
村
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定

▽�

委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定

▽�

委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定

▽�

委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
定

新
た
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
２
名

農
業
委
員
会
に
関
す
る
条
例
の
改
正

◎
農
政
課
関
係

　

農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
１
千
万

円
の
減
額
は
、
落
倉
の
用
水
路
改
修

工
事
を
予
定
し
た
が
、
地
元
と
の
調

整
な
ど
で
、
今
年
度
の
事
業
を
見
合

わ
せ
る
も
の
。
台
風
16
号
被
害
の
復

旧
費
に
５
８
５
万
２
千
円
、
農
地
等

５
カ
所
で
、
飯
田
、
三
日
市
場
、
内

山
な
ど
。

◎
観
光
課
関
係

　

北
ア
ル
プ
ス
３
市
村
観
光
連
絡
負

担
金
３
４
９
万
９
千
円
は
、
フ
リ
ー

ゲ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
が
今
シ
ー
ズ
ン
か

ら
共
用
開
始
、
併
せ
て
ウ
ェ
ブ
で
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
シ
ス
テ

ム
構
築
の
整
備
費
の
う
ち
白
馬
村
の

負
担
金
。

◎
上
下
水
道
課
関
係

　

下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
り
出
し

金
１
１
７
０
万
４
千
円
は
、
消
費
税

額
の
増
額
等
。

◎
建
設
課
関
係

　

村
道
改
良
国
庫
補
助
事
業
４
４
３

０
万
円
は
、
村
内
ト
ン
ネ
ル
、
橋
梁

等
補
修
を
行
う
も
の
。
住
宅
建
設
費

５
７
０
５
万
３
千
円
の
減
額
は
、
村

営
住
宅
完
成
に
伴
う
精
算
。

産
業
経
済
委
員
会

問
白
馬
高
校
燃
料
費
は
、
当
初

予
算
で
見
込
ま
な
か
っ
た
の

か
。

保
育
園
と
道
の
駅
事
業
の
補
正
予
算

が
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
片
手
落
ち

で
あ
る
。

反
対
討
論
答
寮
と
し
て
毎
日
使
っ
て
い
る

の
で
、
燃
料
が
か
か
っ
て
い

る
。
今
後
対
応
を
考
え
た
い
。

●�

陳
情　
第
10
号　
地
方
議
会
議
員

の
厚
生
年
金
制
度
へ
の
加
入
を
求

め
る
意
見
書
に
つ
い
て

▽�

委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

◎
教
育
委
員
会
関
係
教
育
課
所
管

　

白
馬
高
校
支
援
事
業
で
、
寮
・
公

営
塾
の
燃
料
費
に
２
０
３
万
７
千
円

の
増
額
。
清
算
に
よ
る
過
年
度
小
谷

村
負
担
金
返
還
金
と
し
て
１
８
１
万

４
千
円
。
学
校
給
食
共
同
調
理
場
建

設
用
地
購
入
費
に
１
１
０
万
円
の
減

額
、
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金

は
、
対
象
園
児
減
少
に
よ
り
２
２
０

万
円
の
減
額
。
白
馬
中
学
校
大
規
模

改
修
に
１
億
２
７
１
０
万
５
千
円
の

増
額
、
国
の
前
倒
し
補
正
を
申
請

し
、
事
業
は
来
年
度
へ
繰
越
。
準
要

保
護
児
童
援
助
費
21
万
７
千
円
の
増

１
５
０
万
２
千
円
は
村
道
に
あ
る
マ

ン
ホ
ー
ル
の
高
さ
調
整
に
よ
る
も
の
。

方
法
の
変
更
に
よ
る
委
員
の
定
数
及

び
新
た
に
設
置
す
る
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
定
数
に
つ
い
て
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
。
農
業
委
員
12

名
は
、
選
挙
か
ら
村
長
任
命
と
な
る
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
２
名
が

任
命
さ
れ
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と

連
携
す
る
。

答
未
満
児
の
応
募
は
、
今
年
度

予
想
以
上
で
あ
っ
た
の
で
今

後
の
検
討
に
な
る
。

そ
の
他
で
、
保
育
園
で
の
園
児
に
対

す
る
対
応
の
質
疑
が
あ
り
、
課
長
・

園
長
に
調
査
し
、
後
日
報
告
し
て
も

ら
う
こ
と
と
し
た
。

問
保
育
士
１
名
が
退
職
し
て
、

職
員
が
不
足
し
て
い
る
。
来

年
度
の
園
児
募
集
で
、
未
満
児
の
応

募
が
定
員
の
倍
近
く
に
な
っ
た
現
状

を
踏
ま
え
て
、
保
育
士
の
増
員
や
、

施
設
の
改
修
の
増
額
の
補
正
を
す
べ

き
で
は
。

額
は
、
白
馬
北
小
学
校
の
来
年
度
の

新
入
学
生
５
名
分
。
南
小
学
校
と
中

学
校
は
後
日
決
定
。

額
。

　

国
の
経
済
対
策
と
し
て
、
臨
時
福

祉
給
付
金
費
２
２
０
３
万
３
千
円
の

増
額
。
非
課
税
者
に
平
成
29
年
２
月

３
日
か
ら
給
付
開
始
予
定
。
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議
決
結
果

件　　　　　　　　名 議決結果
土地の取得について（給食調理施設の建設用地として土地を取得）

可決
反対：なし

工事変更契約の締結について（平成２８年度白馬ジャンプ競技場ノーマルヒル改修工事）

工事変更契約の締結について（平成２８年度白馬ジャンプ競技場ノーマルヒル電気設備改修工事）

白馬村農業委員会に関する条例の一部を改正する条例について（農業委員の定数と農地利用最適化
推進委員の設置等）

白馬村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について（人事院勧
告による手当の改正） 可決

反対：伊藤、加藤白馬村特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例について（人事院勧告
による手当の改正）

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について（人事院勧告による給料表と手当
等の改正）

可決
反対：伊藤

白馬村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について（特例適用利子等、配当等に係る国保税
の課税の特例を改正） 可決

反対：なし白馬村税条例の一部を改正する条例について（特例適用利子等及び配当等に係る個人住民税の課税
の特例を改正）

白馬村公共下水道事業受益者負担金に関する条例の一部を改正する条例について（６条１項ただし
書と 11条削除を改正）

可決
反対：横田、太田（伸）、加藤、伊藤

平成 28年度白馬村一般会計補正予算（第 4号）　（白馬中学校大規模改修工事、災害復旧等の補正） 可決
反対：伊藤、加藤

平成 28年度白馬村下水道事業特別会計補正予算（第 4号）　（消費税、浄化槽設置補助等を補正） 可決
反対：伊藤平成 28年度白馬村水道事業会計補正予算（第 3号）　（破裂・漏水工事費等を補正）

追加議案

工事変更契約の締結について（平成 27年度　平成 26年 11月 22 日発生長野県神城断層地震農地
農業用施設災害復旧工事　　立の間地区　繰越）

可決
反対：なし

工事変更契約の締結について（平成 27 年度　26 災　公共災害道路災害復旧工事　白沢 1他 2　
村道 0102 号線）

工事変更契約の締結について（平成 27 年度　26 災　公共災害道路災害復旧工事　日向大左右 2
他 1　村道 1029 号線）

工事変更契約の締結について（平成 27 年度　26 災　公共土木施設災害復旧工事　野平 1他 6　
村道 0207 号線他 4）

工事変更契約の締結について（平成 27 年度　26 災　公共土木施設災害復旧工事　菅 1他 4　村
道 0206 号線他 1）

工事変更契約の締結について（平成 27 年度　26 災　公共土木施設災害復旧工事　青鬼 5　村道
0208 号線）

工事委託に関する変更協定の締結について（白馬村公共下水道白馬村浄化センターの建設工事委託
に関する協定の一部を変更する協定）
職員の勤務時間及び休暇等に関する条例及び白馬村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す
る条例について（職員の育児支援、介護支援に係る規定の改正）

地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書（総務社会委員会発議） 可決
反対：伊藤

免税軽油制度の継続を求める意見書（産業経済委員会発議） 可決
反対：なし

提出者 住所 要　　旨 審査結果
白馬村索道事業者協議会
会長　駒谷嘉宏 白馬村 免税軽油制度の継続を求める請願書

採択
反対：なし

白馬村大字神城 24740-1
飯森区長　窪田　徳右衛門 白馬村 飯森圃場内の農道整備に関する請願書

長野県町村議会議長会
会長　久保田三代 長野市 地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書につ

いて

● 1 2 月 定 例 会 　 議 決 結 果 ●

● 陳 情 等 文 書 ●
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「まさか」の雪不足
少ない雪でも来村してくれた
スキーヤー
（佐野坂スキー場）

２年続きの雪不足
キャンセルは 9,093 人、概算損失額 1億 1900 万円

回収率約 10%、宿泊関係 51 事業所からの回答結果（対象期間は 12 月１日～１月９日）
一変して豪雪に

　2016 － 17 スキーシーズンは、昨年と同じく年末年始は
雪不足となり、村では 1月 4日付けで 2年連続の「白馬村
寡雪対策本部」を設置。対策本部では、早急に影響情報の
集約に努め、支援策等は情報等の整理を進めるなかで、有
効な支援対策を検討していきたいとのこと。
　観光課によるスキー場の入込状況は、12 月のシーズンイ
ンから本年 1 月 5 日までで 185,188 人、対前年比 82.8%、
38,362 人の減少。対前々年比では 82.2%、40,188 人の減少。
対前々々年比では 67.5%、88,969 人の減少という状況だ。
　村と商工会では、宿泊・索道・飲食・除雪事業者を対象

とした影響調査を実施し、現在集計分析中。宿泊関係では
51 事業所 ( 回収率約 10%) より回答があり、12 月 1 日から
本年 1月 9 日までのキャンセルは、9,093 人・概算損失額
119,264,978 円。
　1月 12 日からの大寒波は全国に雪をもたらし、本村でも
４日間にのぼる降雪で豪雪となる。この寒波で全国のスキー
場が滑走可能となり、昨年と異なる視点での取り組みと、
２年続きの年末年始の雪不足が来季に及ぼす悪影響を払拭
していく取組みが必要とされる。

一般質問 （紙面の都合上、質問者本人が要約し掲載しています）

村
 政を問う

安全で活力ある
　村づくりをめざして

フォトニュース

質問内容
・規制緩和は村民憲章、理念に近づくか
・スキー観光の暖冬対策は
・村営バス事業を実施しない理由は
・子育て世代包括支援センターの予定は

・寮の来年度新入生の受け入れは
・公共施設の運営と維持管理の計画は
・地域農業の将来的方向性は
・大雪渓の新ルートについては
・設計変更における留意事項の定めは
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答 問審
議
会
に
諮
問
し
て
い
る
立

場
で
あ
る
の
で
、
審
議
会
の

平
成
26
年
の
基
準
値
30
人
に

対
し
て
５
年
後
に
50
人
。
20

ど
の
程
度
の
業
種
や
規
模
を

見
込
む
の
か
な
ど
は
、
先
程

本
村
で
求
め
ら
れ
る
姿
は
、

総
合
観
光
情
報
の
発
信
地
と

道
の
駅
で
の
地
場
産
を
使
っ

た
紫
米
関
連
、
そ
ば
粉
、
地

環
境
審
議
会
に
委

ね
て
い
る
と
こ
ろ

観
光
も
多
様
化
し
て
い
る
状

況
に
あ
る
。
最
終
的
に
は
私

住
民
か
ら
の「
開
発
基
準
見

直
し
に
関
す
る
要
望
書
」の

民
間
団
体
主
催
の「
１
０
０

年
後
の
白
馬
を
考
え
る
シ
ン

基
本
目
標
で「
新
規
正
規
雇

用
者
」の
平
成
31
年
度
目
標

過
去
の
一
般
質
問
で「
開
発

基
準
の
規
制
緩
和
は
雇
用
の

本
村
独
自
の
商
品
は
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
か
。

小
谷
村
の
グ
リ
ー

ン
プ
ラ
ザ
白
馬

現
在
の
道
の
駅
を

拡
大
す
る
の
か
、

調
査
・
審
議
を
見
守
る
必
要
が
あ

る
。
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
場
合
な

ど
は
、
長
が
会
議
に
諮
り
非
公
開
と

す
る
時
も
あ
る
。

名
の
増
加
分
は
期
待
値
と
し
て
掲
げ

た
も
の
。

の
答
弁
と
同
様
、
観
光
産
業
の
発
展

を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
、
数
値
的

資
料
は
な
い
。

し
て
、
さ
ら
に
地
元
の
特
産
品
・
農

産
物
・
林
産
物
の
集
中
管
理
機
能
を

持
た
せ
、
地
域
循
環
経
済
の
中
心
と

な
る
こ
と
。
現
在
の
も
の
を
拡
大
す

る
の
で
は
な
く
、「
新
た
な
道
の
駅
」

と
し
て
総
合
戦
略
に
も
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

場
産
を
使
っ
た
お
や
き
等
々
は
32
品

目
。
地
場
産
直
売
所
で
の
農
産
物
は

２
０
０
品
目
。
紫
米
の
売
り
上
げ
量

は
６
〜
７
ト
ン
で
、
袋
入
れ
の
米
に

換
算
す
る
と
８
５
０
〜
９
０
０
万
円

程
度
。

だ
。
動
向
を
見
な
が
ら
判

断
し
て
い
き
た
い
。

が
判
断
し
提
案
し
て
い
く
。
も
う
一

度
足
元
を
見
つ
め
な
お
す
意
味
で
、

村
民
憲
章
を
再
認
識
す
る
必
要
が
あ

る
。

規
制
緩
和
は
村
民
憲
章
、
理
念
に
近
づ
く
か

村
民
憲
章
を
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る

【
村
づ
く
り
、
住
民
参
加
・

情
報
開
示
に
つ
い
て
】

【
総
合
戦
略
に
つ
い
て
】

「
村
民
が
審
議
過
程
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
審
議
会
を
公
開
す

る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

変
更
の
最
終
決
定
は
全
村
民
の
理
解

を
得
て
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。」に

ど
う
対
応
さ
れ
る
か
。

ポ
ジ
ウ
ム
」で
、
ヤ
フ
ー
の
宮
坂
社

長
は
我
が
村
の
村
民
憲
章
を
と
て
も

値
が
50
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
に
導
き
出
し
た
か
。

創
出
、
通
年
雇
用
に
つ
な
が
る
」と

い
っ
た
趣
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
規

制
緩
和
に
よ
り
、
正
規
雇
用
者
の
目

標
値
に
ど
の
程
度
達
す
る
か
。

は
、
従
業
員
１
１
８
名
で

正
社
員
は
74
名
、
う
ち
小

谷
村
の
現
地
採
用
者
は
16

名（
約
５
人
に
１
人
）。
あ

の
よ
う
な
大
型
ホ
テ
ル
１

棟
で
当
村
の
目
標
値
に
ほ

ぼ
達
成
す
る
。
し
か
し
、

収
容
人
数
は
１
３
３
１
人

で
50
人
宿
泊
可
能
な
施
設

の
26
軒
分
。
た
と
え
目
標

値
に
近
い
雇
用
の
拡
大
に

つ
な
が
っ
て
も
、
自
営
業

者
が
減
る
可
能
性
が
高
い

が
ど
う
思
わ
れ
る
か
。

新
た
に
場
所
を
選
定
す
る
の
か
。

伊藤まゆみ議員

問問

問問

問

問問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村民憲章を実現する村になる。

「白馬岳・姫川に象徴される豊かな自然風土は、わたくしたち白馬村民のいのちです。」

そのための事業（行政、観光、自然保護、教育）をみんなでやる。

３％の変化を100年続け20倍の巨大な変化を　今よりも20倍、白馬は美しくなれる。
（文：宮坂ヤフー社長基調講演の「まとめ」より、　写真：庁舎入口左にある白馬村村民憲章の碑）

褒
め
て
く
れ
た
。
そ
し
て「
村
の
成

功
の
定
義
は
、
村
民
憲
章
と
い
う
理

念
、
志
に
近
づ
い
た
か
が
物
差
し
」

で
あ
る
と
言
っ
て
い
た
。
規
制
の
緩

和
は
村
民
憲
章
、
村
の
理
念
に
近
づ

く
と
思
わ
れ
る
か
。

農
政
課
長
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答 問

道の駅　白馬

除
雪
業
者
よ
り
、
稼
働
時
間

が
少
な
く
て
は
機
械
の
車

将
来
の
地
域
高
規
格
道
路
の

要
件
を
満
た
す
、
通
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の
図
書

館
構
想
に
つ
い
て
、
具
体
的

道
の
駅
に
、
図
書
館
の
併
設

が
良
い
の
か
、
研
究
し
た
い

圃
場
整
備
事
業
を
要
望
し
て

い
る
地
域
は
、北
城
南
部
と
、

庁
内
に
「
道
の
駅
複
合
施
設

建
設
方
針
検
討
委
員
会
」
を

県
と
の
協
議
の
中
で
考
え
て

い
き
た
い
で
す
。

松
本
議
員
か
ら
は
過
去
に
降

雪
機
稼
働
経
費
の
助
成
や
導

導
入
に
は
条
例
整
備
と
議
会

の
議
決
が
必
要
で
す
。
近
年

ス
キ
ー
観
光
の
暖
冬
対
策
は

索
道
業
者
は
運
営
費
補
助
を
望
ん
で
い
な
い

【
一
般
質
問
に
お
け
る
提
案

事
項
の
協
議
経
過
と
結
果
に

つ
い
て
】

【
村
長
公
約
の
具
現
化
に
向

け
て
】

白
馬
村
の
監
査
に
つ
い
て
、

外
部
の
監
査
法
人
に
よ
る
監

村
内
ル
ー
ト
の
経
過
で
は
、

平
成
23
年
に
商
工
会
よ
り

ス
キ
ー
観
光
へ
の
暖
冬
対
策

は
。

除
雪
業
者
へ
の
寡
雪
時
対
応

は
。

地
域
高
規
格
道
路
の
、
村
内

ル
ー
ト
対
応
は
。

新「
道
の
駅
」構
想
に
つ
い

て
。

新「
図
書
館
」構
想
に
つ
い

て
。

新「
道
の
駅
」に
図
書
館
併
設

の
考
え
は
。

圃
場
整
備
事
業
へ
の
取
組
み

状
況
は
。

検
、
点
検
整
備
費
の
捻
出
が
不
可

能
と
の
意
見
が
あ
り
、
長
野
県
で

は
、
機
械
管
理
費
を
年
間
の
固
定
費

で
支
払
い
ま
す
が
、
村
で
は
今
年
度

は
従
来
通
り
の
予
算
編
成
し
た
こ
と

か
ら
、
従
来
の
時
間
単
価
積
上
げ
方

式
で
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
来
年

度
の
予
算
編
成
に
お
い
て
検
討
し
ま

す
。

楠
川
橋
か
ら
立
の
間
に
至
る
、
国
道

の
線
形
改
良
の
た
め
の
測
量
、
設
計

に
着
手
し
て
お
り
、村
内
ル
ー
ト
は
、

災
害
に
強
く
安
全
で
地
域
経
済
を
育

む
路
線
を
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
み
ま
す
。

に
お
話
し
で
き
る
段
階
で
は
な
く
、

財
政
状
況
を
も
踏
ま
え
て
可
能
性
を

探
っ
て
い
ま
す
。

と
思
い
ま
す
。

新
田
を
中
心
と
し
た
二
地
区
で
す
。

北
城
南
部
地
区
で
は
賛
否
ア
ン
ケ
ー

ト
が
終
了
し
、
来
春
ま
で
に
合
意
形

成
を
図
り
、
平
成
30
年
度
の
事
業
着

手
を
目
指
し
ま
す
。
新
田
区
は
、
南

部
地
区
に
続
く
候
補
地
区
と
し
て
、

県
に
事
業
要
望
し
て
あ
り
ま
す
。

設
置
し
、
場
所
・
規
模
・
機
能
に
つ

い
て
、
検
討
す
る
よ
う
指
示
し
、
補

入
時
の
補
助
、
ま
た
は
融
資
の
利
子

補
給
、
固
定
資
産
税
の
減
免
提
案
を

い
た
だ
い
た
。
関
係
者
と
の
十
分
な

意
見
交
換
で
は
な
い
が
、
索
道
業
者

数
社
に
意
見
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
ス

キ
ー
場
個
々
の
運
営
費
補
助
よ
り

も
、
共
通
の
課
題
解
決
の
支
援
や
、

新
規
事
業
の
立
上
支
援
の
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

地
方
自
治
体
の
業
務
は
専
門
性
が
高

く
、
業
務
法
令
は
も
と
よ
り
民
法
等

関
連
法
の
知
識
や
判
例
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
総
務
省
が
行
っ
た
、
外
部
監

査
制
度
に
関
す
る
調
査
結
果
で
は
、

平
成
25
年
度
末
で
、
包
括
外
部
監
査

契
約
の
地
方
公
共
団
体
は
１
２
０
団

体
で
あ
り
、
村
に
限
れ
ば
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
条
例
化
は
検
討
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
現
監
査
委
員
の
意
見
を
聞

く
な
ど
、
継
続
し
て
研
究
し
て
ま
い

り
ま
す
。

松本喜美人議員

査
導
入
は
。

「
大
糸
線
の
東
側
案
」が
要
望
さ
れ
ま

し
た
が
、
震
災
を
経
験
し
て
安
全
面

を
考
慮
す
る
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
道

路
の
活
用
は
。

問

問

問 問

問問

問問

問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

正
予
算
で
候
補
地
絞
り
込
み
の
調
査

費
を
計
上
し
ま
し
た
。

9白馬議会だより　119号　平成29年 1月31日



答 問小
中
学
生
に
つ
い
て
は
、
粘

り
強
い
精
神
、
身
体
の
育
成

縦
割
り
運
営
は
し
て
い
ま
せ

ん
。
最
善
を
尽
く
し
て
や
っ

修
復
は
村
文
化
財
保
存
整
備

費
等
補
助
金
交
付
要
綱
で
は

当
初
の
国
庫

補
助
の
と
こ

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
を
週
１
回

利
用
し
た
時
の
個
人
負
担
額

「
健
茶
会
」
と
い
う
体
操
中

心
の
活
動
。
シ
ル
バ
ー
人
材

指
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

平
成
26
年
11
月
30
日
で
す
。

理
解
は
で
き
ま
す
が
、
非
常

に
難
し
い
で
す
。

高
齢
者
対
象
の
運
行
手
段
の

た
め
で
す
。

保
育
園
児
、
小
、
中
、
高
校

生
の
送
迎
の
現
況
は
。

３
市
村
の
村
民
バ
ス
運
行

を
比
べ
る
と
、
利
用
者
は
、

交
通
政
策
が
遅
れ
て
い
る
原

因
は
、
縦
割
り
行
政
の
悪
い

要
支
援
１
、２
の
サ
ー
ビ
ス

の
う
ち
、
予
防
訪
問
介
護
、

地
震
で
破
損
し
た
、
国
の
重

要
文
化
財
に
玉
垣
部
分
も
指

工
事
の
経
過

は
、
26
年
11

村
内
の
神
社
も
14
カ
所
被

災
。
小
さ
な
集
落
は
ど
う
し

玉
垣
部
分
の
工
事
費
は
村
文

化
財
保
存
整
備
費
等
補
助
金

村
文
化
財
等
災
害
復
旧
費
補

助
金
交
付
要
綱
の
作
成
日
は
。

改
定
に
伴
い
、
村
に
合
っ
た

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
。

と
危
険
個
所
を
知
る
等
か
ら
、
徒
歩

や
自
転
車
な
ど
で
通
学
。
園
児
は
、

保
護
者
と
園
の
対
話
の
必
要
か
ら
保

護
者
が
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。
提
案
を
貴
重
な
ご
意
見

と
し
て
、
問
題
点
が
あ
れ
ば
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

な
く
、
村
文
化
財
等
災
害
復
旧
費
補

助
金
交
付
要
綱
に
よ
り
算
出
し
ま
し

た
。

ろ
で
玉
垣
の
部
分
が

漏
れ
、
翌
年
度
の
補

助
金
交
付
申
請
が
締

め
切
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
要
綱
は

28
年
3
月
ま
で
し
か

出
せ
な
い
事
情
も
あ

り
、
補
正
を
行
い
ま

し
た
。

は
月
１
１
６
８
円
が
９
５
０
円
に
、

通
所
型
サ
ー
ビ
ス
を
週
1
回
利
用
し

た
時
の
個
人
負
担
額
は
月
１
６
４
７

円
が
１
５
０
０
円
に
な
る
予
定
で

す
。

セ
ン
タ
ー
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
作
業
や
家
事
援

助
。
健
学
塾
の
講
座
。
村
の
介
護
予

防
講
座
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

村
営
バ
ス
事
業
を
実
施
し
な
い
理
由
は

利
用
者
の
確
保
、赤
字
負
担
が
課
題

【
白
馬
村
地
域
公
共
交
通
に

つ
い
て
】

【
介
護
保
険
に
つ
い
て
】

【
三
日
市
場
神
明
社
の
文
化

財
修
復
補
助
に
つ
い
て
】

大
町
市
が
年
間
９
万
人
、
小
谷
村

７
万
４
千
人
、小
川
村
１
万
４
千
人
。

運
行
委
託
料
は
大
町
市
８
５
８
８
万

円
、
小
谷
村
６
５
０
０
万
円
、
小
川

村
３
４
０
０
万
円
だ
が
、
各
地
と
も

７
～
８
割
の
交
付
税
措
置
が
あ
り
自

治
体
負
担
は
少
な
い
。
村
の
デ
マ
ン

ド
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
に
、
親
の
介

典
型
だ
。
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
、
保

育
園
バ
ス
は
健
康
福
祉
課
。
ナ
イ
ト

シ
ャ
ト
ル
、
花
三
昧
バ
ス
は
観
光
課
。

遠
距
離
通
学
児
童
生
徒
は
教
育
課
。

村
営
バ
ス
の
運
行
な
ど
を
議
題
に
す

る
白
馬
村
地
域
公
共
交
通
会
議
の
運

営
は
総
務
課
と
バ
ラ
バ
ラ
で
対
応
。

庁
内
に
村
内
移
動
手
段
を
確
立
す
る

た
め
の
組
織
を
創
る
べ
き
と
考
え
る

が
。

予
防
通
所
介
護
が
村
の
事
業
に
移
行

す
る
が
、
利
用
料
金
の
変
更
は
。

定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

月
22
日
地
震
発
生
。

27
年
に
本
殿
工
事
を

始
め
、
秋
に
終
了
。

そ
の
時
、
覆
屋
と
拝

殿
に
40
ｃｍ
の
ず
れ
を

見
つ
け
、
拝
殿
の
移

動
工
事
を
行
う
。
玉

垣
工
事
が
12
月
の
補

正
で
決
ま
り
、
28
年

度
に
実
施
。
な
ぜ
玉

垣
部
分
だ
け
補
正
に

な
っ
た
の
か
。

よ
う
か
悩
ん
で
い
る
。
指
定
さ
れ
て

い
な
い
集
落
の
拠
り
所
を
、
全
村
一

体
で
維
持
す
る
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る

べ
き
で
は
。

交
付
要
綱
に
基
づ
く
処
理
か
。

加藤亮輔議員

問問

問問

問

問

問

問

問

問

村
長

村
長

村
長

教
育
課
長

村
長

村
長

村
長

教
育
課
長

村
長

健
康
福
祉

課　
長

護
に
訪
れ
る
村
外
者
は
乗
車
で
き
な

い
が
、
そ
の
理
由
は
。
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答 問
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
予
定
は

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
拠
点
の
設
置
を
検
討

【
妊
娠
か
ら
子
育
て
の
切
れ

目
な
い
支
援
に
つ
い
て
】

【
ク
リ
ー
ン
コ
ス
モ
姫
川
に

つ
い
て
】

【
地
域
の
食
と
農
に
つ
い
て
】

篠﨑久美子議員

村
の
相
談
事
業
の
中
に
は
同

セ
ン
タ
ー
の
要
素
を
含
む
も

専
門
性
は
大
き
い
と
思
わ

れ
、
支
援
ス
タ
ッ
フ
活
用
に

妊
婦
健
診
の
費
用
助
成
を
14

回
分
行
っ
て
お
り
全
助
成
額

各
村
で
個
別
検
討
し
て
い
る

が
、
ま
だ
両
村
で
の
検
討
は

例
え
ば
、
他
自
治
体
で
は
既

設
の
下
水
処
理
場
に
、
し
尿

両
村
共
同
の
事
業
で
あ
り
、

会
計
の
透
明
性
の
確
保
、
寮

文
化
祭
で
の
「
食
味
フ
ェ

ア
」
開
催
や
、
特
産
品
推
進

白
馬
産
に
こ
だ
わ
る
料
理
や

商
品
の
提
供
施
設
に
お
墨
付

今
年
度
は
道
の
駅
収
穫
祭
や

銀
座
ナ
ガ
ノ
の
白
馬
フ
ェ
ア

難
し
い
と
考
え
る
。

国
が「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
基
本
方
針
」等
で
平

妊
娠
期
や
出
産
直
後
に
助
産

師
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
モ
デ

ル
の
一
つ
で
あ
る
フ
ィ
ン
ラ

稼
働
か
ら
20
年
以
上
で
老
朽

化
、
処
理
量
も
減
少
し
て
い

観
光
や
食
育
の
観
点
か
ら
、

地
域
食
材
の
さ
ら
な
る
活
用

今
後
の
施
設
運
営
に
大
き
く

関
わ
る
処
理
方
法
の
検
討
は
。

山
麓
環
境
施
設
組
合
に
、
白

馬
高
校
支
援
事
業
を
移
管
す

第
５
次
総
合
計
画
で
、
地
産

地
消
認
定
制
度（
仮
称
）を
創

県
は
地
域
の
特
徴
あ
る
食
材

と
し
て
、
ま
た
、
鳥
獣
対
策

神
城
多
目
的
施
設
の
加
工
所

は
、
み
そ
・
漬
物
加
工
に
利

の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
も
含
め
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
支
援
拠
点
の
セ
ン
タ
ー
設
置

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

は
11
万
５
７
９
０
円
。
健
診
動
機
付

け
と
し
て
有
効
と
思
わ
れ
、
今
後
も

継
続
す
る
。

な
い
。
本
年
度
中
に
方
向
性
を
出
す

必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

投
入
施
設
を
併
設
し
一
括
処
理
し
、

コ
ス
ト
圧
縮
・
効
率
的
運
営
が
図
ら

れ
て
い
る
事
例
も
あ
り
、
有
力
な
選

択
肢
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
幅

広
い
分
野
の
検
討
作
業
が
必
要
で
、

慎
重
に
検
討
す
る
。

な
ど
の
財
産
も
有
す
る
の
で
移
管
が

好
ま
し
い
と
な
っ
た
。
小
谷
村
、
山

麓
組
合
と
も
人
員
体
制
や
業
務
内
容

を
協
議
し
て
い
る
。

員
の
配
置
に
よ
る
紫
米
等
普
及
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
方
向
性
は
策
定
中

き
を
与
え
、
ネ
ッ
ト
等
で
紹
介
す
れ

ば
観
光
事
業
者
の
関
心
が
高
ま
る
と

期
待
す
る
施
策
。

で
ジ
ビ
エ
提
供
し
た
が
、
特
に
料
理

展
開
は
考
え
て
い
な
い
。

成
32
年
度
ま
で
に
整
備
を
進
め
る
、

妊
娠
か
ら
育
児
ま
で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
支
援
機
関
の
、
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
向
け
て
の
計
画
は
。

が
、
採
用
は
。

ン
ド
の
ネ
ウ
ボ
ラ（
※
）で
は
、
妊
婦

健
診
な
ど
を
条
件
に
出
産
後
に「
育

児
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」を
全
て
の
家
族
に

送
り
地
域
全
体
で
祝
い
、
６
歳
ま
で

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
国
内
で
も
セ
ン
タ
ー
設
置
と
と

も
に
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

村
で
も
検
討
し
て
は
。

る
。
今
後
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
両

村
間
の
協
議
は
。

が
の
ぞ
ま
れ
る
。
地
元
食
材
と
提
供

施
設
や
消
費
者
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
必

要
。
現
状
と
方
向
性
は
。

る
と
明
言
さ
れ
て
き
た
が
、
状
況
は
。

設
し
地
場
産
品
の
提
供
施
設
の
支
援

を
掲
げ
て
い
る
。
内
容
は
。

か
ら
も
ジ
ビ
エ
料
理
を
推
進
し
て
い

る
。
取
り
組
み
は
。

用
さ
れ
て
い
る
が
、
農
業
６
次
産
業

化
の
加
工
拠
点
と
し
て
活
用
を
図
る

考
え
は
。

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

問問

問問

問

問

問

問問

問
（参考）約50点の育児支援アイテムが入っているネウボラの育児パッケー
ジ（フィンランド大使館公式HPより）

※「ネウボラ」とは、フィンランドの妊娠から出産・子育てまでを一貫
して支援する制度。日本版導入は全国市町村で始まっている。厚生労
働省もフィンランドモデルの妊娠、出産、子育ての包括的選拠点づく
りを奨励している。

の
第
２
期
食
育
推
進
計
画
の
中
で
定

め
て
い
き
、
県
の
「
地
消
地
産
」
の

考
え
方
も
検
討
す
る
。
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答 問寮
の
運
営
、
賄
い
、
公
営
塾

の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
等
の
委

応
急
仮
設
住
宅
入
居
者
に
貸

与
し
て
い
た
生
活
用
品
の
、

支
援
事
業
の
管
理
体
制
移
管

の
進
捗
状
況
は
。

託
事
業
先
と
事
業
費
は
。

そ
の
後
の
処
置
・
管
理
は
。

問

問 問

寮
の
来
年
度
男
子
新
入
生
の
受
け
入
れ
は

隣
の
法
政
大
学
寮
を
２
年
契
約
で
借
用

【
白
馬
高
校
支
援
事
業
に
つ

い
て
】

【
震
災
復
興
事
業
に
つ
い
て
】

【
情
報
開
示
の
基
本
方
針
に

つ
い
て
】

太田伸子議員

現
在
の
寮
の
隣
に
あ
る
法
政

大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
、

寮
に
関
す
る
委
託
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ニ
ュ
ー
ベ
リ
ー
に
１
０

白
馬
山
麓
環
境
施
設
組
合
と

人
員
体
制
や
業
務
に
つ
い
て

貸
与
物
品
の
う
ち
防
災
行
政

無
線
受
信
機
、
電
子
レ
ン

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

村
営
住
宅
へ
の
希
望
世
帯
が

第
４
回
は
、
個
人
名
や
企
業

名
に
関
連
し
て
建
築
物
に
係

「
白
馬
村
情
報
公
開
条
例
」

第
３
条
で
、「
通
常
他
人
に

今
後
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

寮
の
来
年
度
新
入
生
受
け
入

れ
の
進
捗
状
況
は
。

３
月
か
ら
２
年
契
約
で
借
用
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
賃
借
料
は
月
額

49
万
円
ほ
ど
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
に
つ
い
て
は
、
土
地
建
物
を

取
得
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
不
動

産
鑑
定
評
価
額
が
４
３
０
０
万
円
ほ

ど
で
し
た
の
で
、
譲
渡
に
つ
い
て
も

併
せ
て
調
整
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

男
子
の
移
動
に
合
わ
せ
て
、
現
在
の

寮
を
、
女
子
寮
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
で
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

３
７
万
７
９
１
２
円
、
賄
い
の
委
託

は
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
７
６
９
万

１
７
６
０
円
、
公
営
塾
の
委
託
は

（
株
）
プ
リ
マ
ペ
ン
ギ
ー
ノ
に
３
９

３
万
１
２
０
０
円
、
ま
た
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
募
集
に
関
す
る
委
託
費

と
し
て
、（
株
）
プ
リ
マ
ペ
ン
ギ
ー

ノ
に
１
９
９
万
８
千
円
で
す
。

協
議
し
て
い
ま
す
。

ジ
、
掃
除
機
、
コ
タ
ツ
、
電
気
ポ
ッ

ト
、
チ
ェ
ス
ト
、
室
内
物
干
し
は
、

希
望
に
よ
り
無
償
譲
渡
し
ま
し
た
。

ま
た
、
冷
蔵
庫
19
台
、
洗
濯
機
17
台
、

炊
飯
器
12
台
、
テ
レ
ビ
29
台
は
有
償

譲
渡
し
ま
し
た
。
他
に
健
康
福
祉
課

18
世
帯
あ
り
、
全
世
帯
が
入
居
で
き

る
よ
う
10
棟
18
戸
の
建
設
を
計
画
し

ま
し
た
。
仮
申
込
み
後
に
、
６
名
の

方
が
自
立
再
建
を
目
指
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

る
情
報
を
基
に
審
議
す
る
こ
と
か

ら
、
非
公
開
と
な
り
ま
し
た
。

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

教
育
課
長

問

白馬PAL・HOUSE隣の新男子寮（現法政大学セミナーハウス）

を
通
じ
て
生
活
保
護
世
帯
に
冷
蔵
庫

１
台
、洗
濯
機
１
台
を
同
額
で
譲
渡
、

学
校
施
設
等
公
共
施
設
に
設
置
。
現

在
は
、
冷
蔵
庫
12
台
、
洗
濯
機
16
台
、

炊
飯
器
12
台
、
テ
レ
ビ
６
台
を
総
務

課
で
管
理
し
て
い
ま
す
。

被
災
者
の
希
望
に
よ
り
、
18

戸
の
村
営
住
宅
を
建
設
す
る

第
３
回
環
境
審
議
会
の
最
後

に
、
事
務
局
か
ら
突
然
の
非

非
公
開
と
し
て
開
催
す
る
の

に
、
事
前
に
配
布
さ
れ
た
第

村
長
の
考
え
る
情
報
開
示
の

基
本
方
針
は
。

と
の
説
明
を
受
け
て
い
た
が
、
６
戸

の
空
き
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
聞
き

取
り
を
行
っ
た
の
か
。

公
開
の
提
案
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
真

意
は
。

４
回
会
議
資
料
に
は
マ
ル
秘
の
印
が

な
く
、
当
日
配
布
さ
れ
た
同
じ
資
料

に
印
が
あ
る
よ
う
な
こ
と
は
、
不
注

意
で
は
。

問問

問問

知
ら
れ
た
く
な
い
個
人
、
法
人
そ
の

他
の
団
体
に
関
す
る
情
報
の
保
護

に
、
最
大
限
の
配
慮
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
謳
っ
て
お
り
、
原
則

公
開
の
精
神
に
立
っ
て
条
例
を
解
釈

し
運
用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

の
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
は
、
個

人
の
尊
厳
に
係
る
基
本
的
人
権
の
一

つ
で
あ
る
た
め
、
情
報
公
開
制
度
に

お
い
て
も
非
公
開
と
し
て
こ
れ
を
最

大
限
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
て
い
ま
す
。
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答 問
公
共
施
設
の
運
営
と
維
持
管
理
の
計
画
は

集
約
化
・
除
却
を
含
め
、総
合
管
理
計
画
で

【
決
算
・
予
算
に
つ
い
て
】

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
集

落
支
援
員
に
つ
い
て
】

太田修議員

緊
急
性
や
危
険
度
等
を
考
慮

し
、
点
数
制
で
優
先
順
位
を

今
後
10
年
間
の
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
実

計
画
中
の
給
食
セ
ン
タ
ー
を

は
じ
め
、今
後
の
施
設
維
持
・

27
年
度
決
算
額
は
、
神
城
断

層
地
震
に
よ
る
復
旧
・
復
興

協
力
隊
の
募
集
は
三
大
都
市

か
ら
の
一
定
制
限
が
あ
り
、

過
去
数
年
間
の
予
算
規
模
は

50
億
円
弱
を
推
移
し
、
平
成

施
設
の
運
営
管
理
計
画
と
方

向
性
は
。

国
・
県
に
よ
る
財
政
状
況
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
は
。

震
災
関
連
経
費
の
状
況
は
。

地
区
懇
談
会
で
の
要
望
は
。

集
落
支
援
員
の
活
用
方
法
は
。

固
定
資
産
台
帳
整
備
へ
の
対

象
公
共
施
設
と
資
金
計
画
は
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
及
び
集

落
支
援
員
制
度
の
内
容
は
。

決
め
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
は
震

災
復
興
を
最
優
先
と
し
ま
し
た
。

質
公
債
比
率
の
上
昇
に
つ
い
て
助
言

が
あ
っ
た
が
、
国
・
県
と
も
財
政
状

況
及
び
財
政
管
理
は
概
ね
良
好
で

す
。

管
理
は
、
作
成
中
の
公
共
施
設
等
総

事
業
等
が
多
額
と
な
り
、
歳
出
額
は

約
71
億
８
２
０
０
万
円
と
過
去
５
番

目
に
高
く
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
の

年
度
を
除
き
最
も
高
い
決
算
額
と
な

り
ま
し
た
。
28
年
度
以
降
も
国
の
経

済
対
策
関
係
や
、
広
域
ご
み
処
理
施

設
建
設
費
の
負
担
金
、
新
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
設
等
大
型
事
業
が
あ
り
、

28
年
度
、
29
年
度
は
50
億
円
を
超
え

る
決
算
規
模
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
29

年
度
の
政
策
的
経
費
は
概
ね
６
億
円

の
予
想
で
す
。

期
間
は
１
年
以
上
３
年
以
下
、
１
人

27
年
度
決
算
総
額
は
77
億
円
余
り
で

あ
る
。
29
年
度
予
算
で
の
政
策
的
経

費
や
規
模
は
。

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

問

問 問 問問

問 問

問

「公共施設等総合管理計画」提出を３月に控える中、
耐震工事が進む庁舎外観と１階入口付近

平
成
26
年
度
４
億
８
千
万

円
、27
年
度
21
億
８
千
万
円
、

対
象
は
77
施
設
で
、
延
床
面

積
６
０
，
８
４
５
㎡
で
建
設

平
成
32
年
度
ま
で
に
村
全
体

で
２
名
を
雇
用
し
、
地
区
会

財
政
担
当
と
調
整
し
計
画
的

に
基
金
積
立
に
努
め
ま
す
。

28
年
度
は
繰
越
事
業
含
む
18
億
９
千

万
円
で
、
合
計
45
億
６
千
万
円
弱
で

す
。

年
度
を
調
査
中
で
す
。
旧
の
耐
震
強

度
施
設
が
３
６
・
５
％
と
多
く
、
現

在
は
キ
ャ
シ
ュ
フ
ロ
ー
や
老
朽
化
度

を
調
べ
、
年
度
内
に
必
要
性
の
高
い

施
設
を
ま
と
め
、
集
約
化
や
更
新
計

画
を
進
め
、進
捗
状
況
は
65
％
で
す
。

議
等
へ
の
出
席
や
行
政
と
の
連
絡
調

整
、
集
落
活
性
化
等
に
取
り
組
み
ま

す
。
現
在
の
役
場
職
員
に
よ
る
地
区

担
当
制
は
地
区
へ
の
配
布
物
が
主
で

あ
り
、
地
区
懇
談
会
の
意
見
で
の
地

区
へ
の“

顔
み
せ”

が
大
事
で
あ
り
、

地
域
に
寄
り
添
っ
た
行
政
が
小
規
模

自
治
体
の
基
本
と
考
え
ま
す
。

総
務
課
長

総
務
課
長

村
長

副
村
長

合
管
理
計
画
で
示
し
ま
す
。
現
在
の

状
況
は
、
公
共
施
設
の
コ
ス
ト
情
報

を
精
査
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
老

朽
化
し
て
い
る
全
施
設
の
大
規
模
改

修
や
建
替
え
等
を
実
施
す
る
に
は
、

多
額
の
資
金
不
足
が
想
定
さ
れ
、
施

設
の
集
約
化
、
除
却
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

４
０
０
万
円
の
特
別
交
付
税
の
財
政

措
置
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
白
馬
高

校
支
援
業
務
で
公
営
塾
の
講
師
３
名

と
、
寮
の
舎
監
２
名
が
隊
員
で
活
躍

中
で
す
。
集
落
支
援
員
制
度
は
、
地

域
の
実
情
に
詳
し
く
知
見
を
有
し
た

人
材
を
雇
用
し
、
行
政
職
員
と
連

係
し
巡
回
、
状
況
把
握
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
形
成
に
努
め
る
制
度
で
、
１

人
当
た
り
３
５
０
万
円
、
他
の
業
務

と
兼
務
の
場
合
40
万
円
の
財
政
措
置

が
あ
り
、
共
に
身
分
は
嘱
託
職
員
に

な
り
ま
す
。
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答 問
地
域
農
業
の
将
来
的
方
向
性
は

小
規
模
で
収
入
増
の
園
芸
作
物
に
転
換
な
ど

【
農
業
・
農
政
に
つ
い
て
】

【
森
林
・
里
山
整
備
に
つ
い

て
】

【
地
域
ア
プ
リ
の
企
画
作
成
・

活
用
に
つ
い
て
】

津滝俊幸議員

農
業
振
興
の
た
め
に
、
水
不

足
は
解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら

土
地
改
良
区
に
お
い
て
は
、

小
水
力
発
電
に
よ
り
売
電
収

30
年
以
降
の
農
業
政
策
、
と

り
わ
け
米
政
策
に
つ
い
て
は

大
北
森
林
組
合
の
補
助
金
不

正
受
給
問
題
発
覚
以
来
、
村

こ
の
提
案
に
つ
い
て
は
賛
同

し
ま
す
。
す
で
に
東
山
ト
レ

地
域
ア
プ
リ
は
ゲ
ー
ム
的
な

も
の
も
含
め
様
々
な
種
類
が

事
業
の
終
了
し
た
作
業
道
等

が
活
用
で
き
る
旨
は
、
県
に

付
近
の
農
地
に
カ
メ
ム
シ
被

害
を
与
え
な
い
よ
う
、
草
刈

白
馬
村
で
は
耕
作
面
積
５
５

０
ha
に
対
し
て
、
多
面
的
機

担
い
手
不
足
は
深
刻
で
す
。

優
良
農
地
の
保
全
策
と
し
て

整
備
さ
れ
た
里
山
を
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
や
ト
レ
ッ
キ
ン

地
域
ア
プ
リ
を
企
画
作
成
し
、

行
政
運
営
に
活
用
し
て
は
。

里
山
の
活
用
の
ル
ー
ル
づ
く

り
は
。

神
城
地
区
で
の
用
水
の
水
不

足
へ
の
対
応
は
。

奈
良
井
地
区
整
備
に
伴
う
維

持
管
理
に
つ
い
て
は
。

多
面
的
機
能
支
払
事
業
の
全

村
的
活
用
は
。

平
成
30
年
か
ら
の
減
反
政
策

廃
止
に
伴
う
対
応
策
は
。

森
林
や
里
山
の
整
備
が
滞
っ

て
い
る
が
、
今
後
の
対
策
は
。

担
い
手
の
確
保
や
優
良
農
地

の
保
全
に
つ
い
て
は
。

水
不
足
対
応
策
の
財
源
は
。

な
い
課
題
で
す
。
具
体
的
対
策
と
し

て
、
姫
川
か
ら
の
取
水
能
力
と
効
率

向
上
を
図
る
た
め
に
、
水
利
施
設
整

備
事
業
を
活
用
し
た
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

化
や
受
水
槽
更
新
を
考
え
て
い
ま

す
。
次
年
度
に
取
水
量
と
受
益
面
積

が
適
正
な
も
の
か
調
査
を
行
う
予
定

で
す
。

入
を
財
源
と
し
た
計
画
を
作
成
中
で

す
。

国
の
動
向
に
注
視
し
、
村
の
農
政
に

と
っ
て
有
効
な
施
策
を
、
中
規
模
農

家
や
農
業
法
人
と
の
意
見
調
整
に
よ

り
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

内
の
森
林
整
備
の
停
滞
に
大
変
憂
慮

し
て
い
ま
す
。県
へ
も
実
情
を
訴
え
、

同
森
林
組
合
の
再
生
支
援
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
各
地
域
の
森
林
整
備
協

議
会
と
共
に
、
里
山
の
景
観
や
作
業

道
の
整
備
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

イ
ル
な
ど
個
人
ツ
ア
ー
も
企
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
里
山
の
観
光
資
源
と
し

て
磨
き
上
げ
る
有
効
な
手
段
と
し

て
、
森
林
整
備
を
積
極
的
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

あ
り
、
方
法
に
よ
っ
て
は
面
白
い
切

り
口
が
出
来
る
可
能
性
の
あ
る
ツ
ー

ル
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
観
光
や
防

災
な
ど
、
地
域
情
報
の
発
信
に
役
立

て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

は
確
認
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
森
林

整
備
協
議
会
や
地
権
者
の
同
意
、
責

任
の
所
在
や
禁
止
事
項
等
の
協
定
な

ど
、
先
進
事
例
か
ら
研
究
し
て
い
き

ま
す
。

り
を
複
数
回
行
い
、
ラ
ジ
ヘ
リ
防
除

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
鳥
害
に
つ

い
て
は
猟
友
会
と
も
相
談
し
検
討
し

ま
す
。

能
支
払
事
業
の
取
組
面
積
は
４
０
４

ha
で
カ
バ
ー
率
７
２
・
７
％
で
す
。

長
野
県
の
カ
バ
ー
率
３
１
・
２
％
に

対
し
て
、
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
状

態
で
す
。
地
域
農
業
を
守
る
た
め
に

は
、
農
業
者
と
地
域
の
人
が
一
緒
に

取
り
組
む
こ
の
事
業
は
全
村
的
に
推

進
す
べ
き
制
度
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
事
務
の
広
域
化
も
含
め
普
及
に

努
め
ま
す
。

圃
場
整
備
を
進
め
ま
す
。
特
に
北
城

グ
な
ど
の
観
光
振
興
に
活
用
す
べ
き

で
は
。

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

問

問

問

問

問問

問問

問

問

整備が必要な用水施設の内部（上）と外観（下）

地
区
に
お
い
て
は
、
農
地
整
備
す
る

こ
と
に
よ
り
農
業
の
生
産
性
や
所
得

の
向
上
に
繋
が
り
、
継
続
的
な
農
業

に
結
び
つ
く
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
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答 問
大
雪
渓
の
新
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は

現
地
調
査
を
し
、検
討
し
ま
す

【
山
岳
観
光
に
つ
い
て
】

【
道
路
問
題
と
道
の
駅
に
つ

い
て
】

太田正治議員

１
ヵ
月
以
上
早
か
っ
た
で

す
。

地
元
ガ
イ
ド
の
皆
様
に
は
、

秋
道
の
整
備
を
行
い
な
が
ら

今
後
も
、
同
様
な
状
況
が
発

生
し
た
場
合
の
対
策
も
考
え

こ
れ
ま
で
も
検
討
が
重
ね
ら

れ
て
お
り
、
現
地
視
察
を

大
町
市
街
地
ル
ー
ト
の
設
定

に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
く
影

災
害
に
強
く
安
全
な
高
速
道

路
網
の
構
築
は
、
地
域
住
民

新
「
道
の
駅
」
構
想
に
つ
い

て
、
本
村
で
求
め
ら
れ
る
道

暖
冬
の
影
響
で
８
月
中
頃
、

大
き
な
ク
レ
バ
ス
が
出
来
て

栂
池
自
然
園
へ
の
ル
ー
ト
を

グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
観
光

松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
の
、

村
内
ル
ー
ト
に
つ
い
て
の
考

国
道
１
４
８
号
の
交
通
量
が

多
く
、
安
心
・
安
全
な
災
害

道
路
と
関
係
の
深
い
道
の
駅

に
つ
い
て
、
現
在
の
道
の
駅

新
聞
報
道
の
新
ル
ー
ト
の
現

地
調
査
と
は
。

白
馬
岳
へ
の
登
山
に
つ
い
て

大
雪
渓
は
安
心
・
安
全
な
メ

白
馬
大
雪
渓
ル
ー
ト
の
維
持
に
多
大

な
ご
尽
力
を
頂
い
た
こ
と
に
感
謝

し
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
秋
道
の
整
備

は
引
き
続
き
行
っ
て
参
り
ま
す
。
大

雪
渓
ル
ー
ト
の
関
係
者
現
地
確
認
に

際
し
て
の
、
今
後
の
対
策
を
協
議
す

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
点
で
、

雪
の
状
況
に
左
右
さ
れ
ず
に
安
定

し
、
か
つ
大
雪
渓
ル
ー
ト
と
登
山
時

間
が
、
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
ル
ー
ト

の
検
討
は
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

行
っ
た
経
過
も
あ
り
ま
す
。
実
現
す

れ
ば
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
新
た
な

目
玉
と
な
る
と
い
う
期
待
も
あ
り
ま

す
。
小
谷
村
及
び
山
岳
関
係
者
、
並

び
に
関
係
省
庁
と
共
に
、
来
年
度
、

現
地
調
査
を
行
い
な
が
ら
ル
ー
ト
の

検
討
を
、
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

響
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
大
町
市
街

地
北
か
ら
佐
野
坂
付
近
ま
で
と
、
楠

川
橋
付
近
か
ら
小
谷
方
面
は
、
現
在

の
道
路
を
活
用
し
て
い
く
方
針
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
村
内
ル
ー
ト
に
つ

い
て
は
、
現
道
活
用
と
バ
イ
パ
ス
案

を
含
め
必
要
な
調
査
を
進
め
、
地
域

に
と
っ
て
最
適
な
位
置
付
け
と
な
る

よ
う
、
整
備
の
あ
り
方
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

の
永
年
の
悲
願
で
す
。
観
光
、
物
流

の
成
長
が
地
域
経
済
を
牽
引
す
る
こ

と
は
明
白
で
、「
松
本
糸
魚
川
連
絡

道
路
」
の
整
備
に
よ
り
、
各
観
光
ス

の
駅
の
姿
は
、
総
合
観
光
情
報
の
発

信
基
地
と
し
て
、
さ
ら
に
地
元
の
特

産
品
・
農
産
物
・
林
産
物
の
集
中
管

理
機
能
を
持
た
せ
た
地
域
循
環
経
済

の
中
心
と
な
る
施
設
が
必
要
で
す
。

新
「
道
の
駅
」
構
想
と
併
せ
て
、
農

産
加
工
施
設
を
含
む
既
存
施
設
の
活

用
や
、
施
設
の
管
理
、
運
営
体
制
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

登
山
に
支
障
を
与
え
た
こ
と
は
、
今

ま
で
に
は
な
か
っ
た
の
か
。

と
と
ら
え
、
小
谷
村
と
共
同
で
整
備

す
る
考
え
は
。

え
は
。

に
強
い
道
路
で
は
な
い
状
況
で
あ
る
。

今
後
の
考
え
は
。

を
、
今
後
ど
の
よ
う
な
運
営
形
態
に

す
る
方
針
か
。

イ
ン
ル
ー
ト
で
あ
る
が
、
今
後
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

問

問

問問

問

問

問

平成28年8月　大雪渓の崩落により登山道が閉鎖された状況

る
場
で
も
確
認
し
た
事
項
で
あ
り
ま

す
し
、
山
案
内
人
組
合
に
も
可
能
な

限
り
秋
道
ル
ー
ト
整
備
を
お
願
い
し

て
い
き
ま
す
。

ポ
ッ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
繋
が
り
ま
す
。
災

害
に
強
く
、
安
全
で
、
地
域
経
済
を

育
む
高
規
格
な
路
線
と
し
て
一
日
も

早
く
整
備
さ
せ
る
た
め
、
全
力
を
あ

げ
て
地
域
一
丸
と
な
っ
て
連
携
し
、

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。
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答 問
設
計
変
更
に
お
け
る
留
意
事
項
の
定
め
は

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
適
正
化
に
努
め
て
い
る

【
工
事
変
更
請
負
契
約
に
つ

い
て
】

【
民
生
児
童
委
員
に
つ
い
て
】

【
村
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

つ
い
て
】

田中榮一議員

改
正
品
質
確
保
法
の
中
で

「
請
負
契
約
の
当
事
者
が
公

単
身
世
帯
の
増
加
、
隣
人
関

係
の
希
薄
化
、
介
護
保
険
制

工
事
中
の
安
全
確
保
に
つ
い

て
は
、
常
に
留
意
し
現
場
管

急
速
な
少
子
高
齢
化
と
共

に
、
地
域
に
は
様
々
な
悩
み

こ
の
計
画
は
村
の
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
に
則
っ
て
実
施
し

運
動
意
識
の
低
い
方
に
、
運

動
の
楽
し
さ
や
面
白
さ
を
伝

平
成
26
年
６
月
の
改
正
品
質

確
保
法
の
施
行
を
受
け
、
公

契
約
変
更
の
手
続
き（
軽
微

な
も
の
以
外
）は
、
必
要
が

「
体
力
年
齢
向
上
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」と
題
し
て
行
っ
た
ス

こ
れ
か
ら
の
課
題
は
。

安
全
優
先
で
工
事
を
施
工
す

る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
か
。

民
生
児
童
委
員
に
求
め
ら
れ

る
役
割
は
。

設
計
変
更
に
お
け
る
留
意
事

項
は
定
め
て
い
る
か
。

求
め
ら
れ
る
課
題
は
。

正
な
契
約
を
適
正
な
額
の
請
負
代
金

で
締
結
す
る
こ
と
」
と
、
発
注
者
の

責
務
と
し
て
明
確
に
さ
れ
て
い
ま

す
。変
更
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、

そ
の
都
度
行
っ
て
い
ま
す
。

度
の
改
正
等
、
支
援
の
困
難
性
や
活

動
量
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

活
動
す
る
う
え
で
関
係
の
深
い
地
区

と
、
個
人
情
報
の
取
扱
い
を
含
め
、

ど
の
よ
う
に
協
力
関
係
を
構
築
す
る

の
か
と
い
う
課
題
も
あ
り
、
毎
月
定

例
会
を
開
催
し
、
関
係
機
関
か
ら
の

情
報
提
供
や
委
員
同
士
の
情
報
交
換

も
行
っ
て
い
ま
す
。
委
員
へ
の
期
待

は
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
一
方

で
、
委
員
の
負
担
が
増
し
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
す
。
こ
の
状
況
を
受
け

止
め
、
良
好
な
連
携
や
協
働
関
係
の

構
築
に
努
め
、
活
動
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

理
を
行
う
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま

す
。

や
課
題
を
抱
え
な
が
ら
孤
立
す
る

方
々
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
で

あ
る
と
と
も
に
、
専
門
機
関
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
の
情
報
提
供
や
、
課
題

解
決
す
る
た
め
の
支
援
を
行
い
ま

た
も
の
で
、
20
代
～
80
代
の
幅
広
い

年
齢
の
方
々
か
ら
、
11
回
の
教
室
に

延
べ
４
３
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
最
終
回
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
か
ら
も
、「
実
際
に
体

の
変
化
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
運
動
を
継
続
し
て
や
っ
て
い
く

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」
な
ど
の

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者

が
集
ま
っ
た
要
因
は
、
様
々
な
種
目

を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く

え
る
こ
と
に
よ
り
、
幅
広
く
参
加
者

を
募
集
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

共
工
事
の
品
質
を
将
来
に
渡
っ
て
確

保
す
る
た
め
、
建
設
業
の
中
長
期
的

な
担
い
手
を
育
成
・
確
保
す
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
、
計
画
的
な
発
注
・
適

切
な
工
期
設
定
・
適
切
な
設
計
変
更

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
背

景
の
も
と
、
県
は
設
計
変
更
に
関
す

る
運
用
指
針
と
し
て
、
設
計
変
更
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
村

と
し
て
は
、
そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
変
更
等
の
適
正
化
に
努
め
て

い
ま
す
。

生
じ
た
都
度
行
っ
て
い
る
か
。

ポ
ー
ツ
教
室
が
盛
況
で
あ
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。
教
室
の
成
果
は
。

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

問

問

問

問問

問

問

岩盤露出により1000万円減額になった災害復旧工事（立の間）

す
。
役
割
は
、「
受
け
止
め
て
・
伝

え
て
・
見
守
る
」
の
一
言
で
す
。

の
参
加
者
に
運
動
へ
の
興
味
を
も
っ

て
も
ら
え
た
こ
と
や
、
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
ト
レ
ー
ナ
ー
の
児
玉
先
生
の
指
導

が
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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白馬村議会基本条例
パブリックコメント及び意見交換会のお礼 議

会
改
革

視
察
研
修

　白馬村議会は、時代の変化とともに多様化する問題に対
し、更なる監視・評価の充実や、積極的な政策提言等に向
け、議会改革として議会の果たすべき役割を示す「白馬村議
会基本条例（案）」の策定に向け、村民の皆様にパブリックコ
メントを平成28年11月1日から12月2日迄募集しました。
　期間中に1名（6件）のパブリックコメントと、11月26日（土）
に開催しました意見交換会には6名の参加（30件）のご意見

とご提案をいただきました。
　年末を控え大変お忙しいところ、貴重なご意見とご提案
を賜り、誠にありがとうございました。
　皆様からのご意見を参考に、検討を重ねて条例をまとめ
させて頂きます。

リゾートマンションと活況の道の駅を視察
視察日　　平成28年10月 19日（水）〜20日（木）

【
新
潟
県
　
湯
沢
町
】

　
白
馬
村
環
境
基
本
条
例
の
諮
問
に
関
わ
る
調
査
・
研
究
の

目
的
で
、
関
越
道
や
上
越
新
幹
線
の
開
通
し
て
い
る
湯
沢
町

の
現
状
を
視
察
し
ま
し
た
。
湯
沢
町
議
会
議
長
、
行
政
職
員

よ
り
、
湯
沢
町
の
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
の
現
状
や
観
光
地

と
し
て
の
状
況
等
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
ス
キ
ー
場
開
発
と
共
に
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が
行
わ

れ
て
き
た
が
、
少
子
高
齢
化
と
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
マ
ン
シ
ョ

ン
売
買
の
動
き
が
鈍
く
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
費
や
町
税
の
滞

納
額
が
増
加
し
、
徴
収
に
苦
労
し
て
い
る
と
の
事
で
す
。

　
当
村
も
基
本
条
例
見
直
し
の
中
で
、
景
観
の
維
持
・
保
全

な
ど
、
今
後
想
定
さ
れ
る
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

道
の
駅
二
カ
所
見
学

【
道
の
駅
　
川
場
田
園
プ
ラ
ザ

（
群
馬
県
川
場
村
）】

【
道
の
駅
　
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村

（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）】

　
二
つ
の
道
の
駅
は
、
集
客
数
・
利
用
率

並
び
に
人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
常
に
上
位

で
あ
り
、
両
施
設
と
も
指
定
管
理
者
制
度

に
よ
り
民
間
企
業
（
川
場
は
三
セ
ク
）
へ

委
託
運
営
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
を
メ
イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
に
し
て
集
客
率

の
ア
ッ
プ
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

　
両
施
設
と
も
農
産
物
販
売
所
や
地
元
食

材
を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
及
び
休
憩
所

が
あ
り
、
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
で
は
入
浴
や

宿
泊
、
体
験
型
施
設
が
併
設
さ
れ
て
い
ま

す
。

　「
観
光
と
農
業
」
の
産
業
は
、
道
の
駅
を
活
か
し
た
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
新
「
道
の
駅
」
構
想
で
は
、

基
本
理
念
の
構
築
と
付
加
価
値
を
高
め
る
取
り
組
み
が
課
題

と
思
わ
れ
ま
す
。

【
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
２１
：
こ
ど
も
図
書
館
・
子
育

て
ひ
ろ
ば
　（
群
馬
県
　
前
橋
市
）】

　
こ
ど
も
図
書
館
は
、
子
ど
も
目
線
の
テ
ー
ブ
ル
の
高
さ
や

展
示
に
工
夫
が
さ
れ
て
お
り
、
隣
接
す
る
子
育
て
ひ
ろ
ば
に

は
様
々
な
遊
具
が
あ
り
、
見
守
る
職
員
は
保
育
士
の
資
格
を

有
し
て
い
ま
す
。

　
村
が
建
設
す
る
に
あ
た
り
、
各
地
の
施
設
を
視
察
し
、
村

民
の
憩
い
の
場
、
観
光
客
の
雨
天
対
策
な
ど
、
今
後
の
図
書

館
の
構
想
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

隣接の「子育てひろば」はお子さんやお母さん方に大人気。
その順番待ちの時間を図書館で過ごすことで、
お子さんが読書好きになったと喜ぶお母さんも…。

　議会改革特別委員会
委員長　太田　修
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ご意見を
お寄せください。
85-0725（直通）

72-7001（ファックス）

≪　白馬村シニアクラブ　≫
　11月11日（金）に白馬村シニアクラブとの懇談会を、白馬村役場で開催しました。
　クラブ下川辰男会長他９名の参加をいただきました。特筆すべきは、クラブの参加者のうち７名の方が議員経験者であり、
時期を得たテーマで意見交換が行われました。
　意見交換のテーマは、
①白馬村環境基本条例
②白馬高校支援
③白馬議会だより
④地域高規格道路
⑤理事者と議会運営等
で、行政課題、地域振興、教育、議会運営
等多岐にわたり、活発な話合いが行われま
した。

定住移住促進、インバウンド、白馬高校存続の取組など
３町からの視察研修会を受け入れました！

栄町議会（千葉県印旛郡）16名　　10月27日
●定住移住施策について　●インバウンド施策について

阿賀町議会（新潟県東浦原郡）8名　　11月17日
●白馬高校存続に向けた取り組みについて

南伊勢町議会（三重県度会郡）11名　　11月18日
●観光振興における行政と観光局の明確化、通年観光、
長期滞在型観光、インバウンド事業について

研
修
会
・
懇
談
会
・
研
修
会
受
入
れ

議会傍聴においでください
次の定例会は　３月　　本会議はユーテレ白馬でご覧いただけます

むらの未来が見える
（12月定例会の傍聴者延べ２３人）

表紙の写真説明

議会は去る１月20日に、村長をはじめとする行政とともに、
雪不足に対する現状報告や必要とする支援策等を、商工会、
観光局、各観光協会関係、旅館ホテル組合、除雪業者索道
事業者、スキー場事業者、金融機関他関係者と検討しました。

　

重
大
な
行
政
課
題
と
し
て
、
下
水
道
問
題
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
公
共
下
水
道
事
業
は
、
昭
和

59
年
に
開
始
し
ま
し
た
。
受
益
者
負
担
金
の
時

効
消
滅
を
回
避
す
る
た
め
、
平
成
13
年
３
月
に

「
賦
課
替
え
」
の
加
入
分
担
金
制
度
を
導
入
し

た
「
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
に
関
す
る

条
例
」
に
改
正
し
、
15
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
に
住
民
監
査
請
求
が
２
件
あ
り
、
現
在

も
司
法
の
場
で
係
争
中
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
下
水
道
問
題
を
理
解
し
、
解
決

に
向
け
て
糸
口
を
探
る
べ
く
、
有
識
者
を
講
師

と
し
た
研
修
会
を
２
回
開
催
し
ま
し
た
。

《
議
員
研
修
会　
１
》

　

平
成
28
年
11
月
10
日
（
木
）
に
、
愛
川
法
律

事
務
所
の
愛
川
直
秀
弁
護
士
を
講
師
と
し
て
、

講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　

講
義
内
容
は
、①
住
民
訴
訟
と
は
②
被
告（
役

場
）
勝
訴
の
影
響
と
議
会
対
応
③
被
告
敗
訴
の

影
響
と
議
会
対
応
④
裁
判
の
行
方
⑤
条
例
改
正

の
可
否
と
裁
判
へ
の
影
響
に
つ
い
て

《
議
員
研
修
会　
２
》

　

平
成
28
年
11
月
13
日
（
日
）
に
、
上
部
指
導

団
体
で
あ
る
、
日
本
下
水
道
事
業
団
研
修
セ
ン

タ
ー
の
加
藤
壮
一
教
授
を
講
師
と
し
て
、
講
義

を
受
け
ま
し
た
。

　

講
義
内
容
は
、
①
受
益
者
負
担
金
の
基
本
的

考
え
方
②
標
準
的
な
制
度
の
概
要
③
制
度
の
運

用
と
課
題
④
徴
収
猶
予
・
減
免
の
取
扱
い
⑤
排

水
区
域
の
あ
り
方
⑥
自
治
法
で
定
め
る
条
例
の

要
件
に
つ
い
て

下
水
道
問
題
の
理
解
を
深
め
る

以前によく白馬に来ていたことがある議員から
当時と今の観光の違いや経過などの質問が出された南伊勢町議会の様子
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編

集

後

記

横のつながり自然に感謝して ふるさとの文化
中村　　豊高橋　麻衣子 田中　麻乃新田八方 瑞穂

一昨年までは白馬村から離れ、県内

各地を回り、ようやく村内の職場で仕

事ができるようになりました。顔なじ

みの中で働くことは照れくささや緊張

感がありましたが、村のために役に立

ちたいという気持ちは一層強く感じる

ようになり、ようやく白馬村民になった、

ということでしょうか。

村の中で職場の仕事や地区の仕事を

していると、とかく気になることや改

善したいことばかりが目につきます。

しかし、後から割り込んできて、村の

批判ばかりしていては、役に立つより、

お邪魔な人間になってしまうので、ま

ずは批判するよりも自分でできること

を一つ一つやっていくことが村のため

になることだと思います。

そして、視野を広げ、様々な問題も、

横のつながりで対応しなければ、村の

ためにはならないと感じています。こ

れからも横のつながりを大事にし、で

きることをやっていきたいと思います。

平成28年も数日で終わりですね。

白馬に来て、30年近く経ちます。バ

イト、結婚、出産、子育て、あっと

いう間に過ぎ、振り返って後悔もあ

りますが、病気もなく幸せでした。

私は、ここ数年、依存症？それは、

ウォーキングとジョギングです。自

然の中、四季折々の色、白馬三山、

川のせせらぎ、季節の花、山のアッ

プダウン、何だか人生みたい。この

時間が心も体も最高です。大自然に

感謝です。

ところがこの自然が地震、台風、

強風など災害までもたらします。人

間は、自然には勝てません。年末で

すが雪不足です。雪が降ったら、当

たり前でなく、自然に感謝の心を忘

れてはいけないですね。

何もなければ、私は、あと30年ぐ

らい生きているでしょう。おいしい水、

空気、美しい風景、与えられた環境

に感謝して、30年後は、おおらかな

人間になっていたいです。

スキーシーズンが到来し、休日は

子供たちと一緒にスキーに出かけて

います。雪が降るまでは、マウンテ

ンバイクを楽しんでいました。

白馬村に移住してきて３年が経ち

ました。「せっかく山岳リゾートの

白馬に移住してきたんだから、アウ

トドアスポーツを子供たちにさせた

い」と思ったのは、子供たちが自分

のふるさとの文化や魅力を人に伝え

られるようになって欲しいからです。

私は沖縄出身で地元が大好きです

が、マリンスポーツもできないし、

方言も話せません。出身地の文化を

人に伝えられないことが残念で、沖

縄にいる時にもっと触れておけば良

かったと後悔しています。

出身地の魅力を語れるように、白

馬の子供たちが白馬の魅力を実感し

て世界に発信できる伝道師となって

もらえたらいいなと思っています。

夢、私たちに。

わたしのひとこと

■
議
会
報
調
査
編
集
特
別
委
員
会

議
　
　
長

委

員

長

副
委
員
長

委

員

〃〃〃〃

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しま
した。（PO 印刷）
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「まさか！」の２年続きの雪不足で
観光事業者等で現状報告、必要な支援等を検討
「雪不足にともなう意見交換会」（雪不足関連記事は7ページ）

　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
が
皆
さ
ま

に
と
っ
て
良
き
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
本
年
４
月
の
施
行

を
目
指
し
て
議
会
基
本
条
例
を
検

討
中
で
す
。
議
会
の
あ
る
べ
き
姿

勢
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

多
様
性
の
あ
る
村
づ
く
り
の
た
め

に
、
皆
さ
ま
の
声
を
さ
ら
に
生
か

す
議
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、常
に
改
革
の
姿
勢
、

積
極
的
な
情
報
共
有
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、
限
ら
れ
た
紙

面
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
年
も
、

で
き
る
か
ぎ
り
た
く
さ
ん
の
議
会

の
様
子
を
お
届
け
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
篠
﨑　
久
美
子
）


